
山中・急傾斜地での用地調査等業務の安全対策について

東北地方整備局新庄河川事務所

１．はじめに

　本業務は、鱒淵沢砂防堰堤工事の用地取得のために必要となる用地巾杭設置、用地測量、立竹木

調査等及び積算を行ったものである。

２．業務地の規模・状況

( 1) 業務の規模は河川延長0.46㎞、調査面積5.95haであり、ほとんどが雑木の状況であった。

( 2) 　現地は大鳥川流域、鱒淵沢の急峻な山林に位置しており、 初の打合せから滑落事故、害獣

対策及び自動車事故には十分注意するよう指示を受けた。

( 3) 現場作業は10月下旬からとなり降積雪期前に現場作業を終了する必要があった。

３．現場作業の内容・実施工程

( 1) 測量作業　……　用地幅杭設置測量・補助基準点の設置・境界測量・用地境界仮杭設置・境界

　　点間測量

( 2) 境界確認（立会い）　……　地権者と共に現地において境界点等を確認

( 3) 立竹木調査等　……　その他用材林調査等

( 4) 実施工程　……　2班体制で測量作業を行い、11月下旬に境界立会いを実施

４．安全対策

　一般的に測量、調査等の業務は、建設工事に比べると、重機械を使用することもコンクリートや鉄

骨等の重量物を扱う事もなく、比較的危険性の少ない作業であると見られがちである。

　しかし、業務を行う場所の位置、地形（例：急峻な山岳、崖地、渓谷、交通量の多い路上等）によ

っては、非常に危険要因の多い作業であるといえる。

　建設工事ではほとんどの場合、施工箇所が限られる中で危険要因を取除く安全施設、対策をあらか

じめ講ずることができるが、測量、調査等の場合は、短期間（短時間）に広範囲で移動を伴う作業の

ため固定した安全施設の設置ができず、軽微で安全効果の高い対策を講ずる必要がある。

　このような事から今回の業務での安全対策は、毎日の注意の喚起、軽量の安全器具の使用及び作業

しやすい身づくろいを中心に考えた。

　次にその危険要因とその対策について述べます。
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(1) 急傾斜地での滑落・

　　　高所からの転落　………・会社、作業車へ注意喚起の掲示（添付写真）をする。

・安全で動きやすい身づくろい（添付別図）をする。

・安全ベルト、ヘルメットの着用、ロープの活用をする。

・リュック、背負子を活用し、極力手に物を持たない。

・作業中何度も通る急傾斜地には手掘階段を設ける。

・滑落・転落危険箇所にはロープを張る。

(2) 落石・転石　……………………・作業員の上下作業の禁止

・極力横方向の位置取りをする作業方法で行う。

・作業場下部に住宅、通行人、車両がある場合は、ネ

　ット柵（添付写真）、立看板等の対策をする。場合

　により監視員を配置する。

(3) 強雨による増水　………………・強雨時及び直後の河流付近での作業を禁止する。

・水量、濁水の監視を行い、河流に近づかない作業に

　切り替える。

(4) 降積雪期の対策　………………・作業開始前に準備運動を行い体を温める。

・滑り止めのついた長靴等を着用する。

・現場等に移動する際は全員で列を組んで行う。

・作業車の走行中のスピードの減速（乾燥時の10km減）

(5) 伐採用具（ナタ、カマ等）

の切傷　………… ・作業員同士の作業間隔を極力遠くする。

・滑り止めゴムひき手袋を着用する。

・救急箱（応急手当セット）を携行する。

(6) 害獣等

熊　……………………… ・熊避け鈴、ホィッスル、撃退スプレーを携行する。

・極力作業中の単独行動は避ける。

(7) 山火事　…………………………・焚き火の禁止

・作業中の喫煙禁止・吸殻ポイ捨て禁止

・喫煙者へ携帯灰皿を供与する。

(8) 緊急時の連絡　…………………・携帯電話の通信可能箇所を事前に確認する。

・現場の全域が通信圏外であれば衛星電話を携行する。

危険要因 安全対策
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作業車輌内

会社社員出入口

注意の喚起

毎朝現場に着いたら、各自何が
危ない、危険か確認しましょう。

危ない！危険！

を確認しよう
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　ネット柵

５．事故から学んだこと

　立竹木調査の初日に初めて現場にむかう途中に 後に作業車から離れた従事者の1人が､路上ですべ

り転倒した。強打した脇腹が夜中に痛み出し、次の日になっても痛みが引かず、午後から病院で診察

を受けた。受診した者から会社に連絡が入ったのは病院に行ってからであり、その後に事務所に事故

として報告した。

　今回の事故は、他の人が誰も見ていない中での単独事故であり、予期せぬ出来事であった。

　また、会社等に報告する時期は次の日の朝一番にあってほしかったところである。

　この事からリーダーは先頭を切るのではなく、列の後方で全体を見渡すことが必要であること、ま

た朝の体調確認や作業終了後に単独の転倒や怪我等の有無等、些細なことの確認が必要であることを

改めて感じ学んだ。

　今回の事故は、班のリーダーが全員に声をかけ、行動を一緒にして列を組んで行動していれば、防

げたかもしれないものであった。

６．おわりに

　用地調査等業務の現場は、市街地、耕地、山地とさまざまな箇所があるが、新庄河川事務所の管内

の現場はほとんどが山地で、河川とその周辺山腹の荒廃を防止するための、工事用地取得が目的であ

り、おのずと急傾斜地、土砂崩壊地、荒廃渓流といった危険箇所が業務地である。

　現場が山深い場所に位置することから、国有林そして保安林に指定されている場合も多く、作業が

色々制限されることもあり、危険防止対策と共に法的制限に対する配慮も必要で、山地、森林での作

業に熟練した担当者や作業員を配置することが大事なこととなる。

　つまり、山中・急傾斜地の危険箇所での業務遂行の第１歩は人選といえる。

　山中での作業に慣れている人、急斜面を身軽に歩ける人、木に登れる人、ロープの扱いがうまい人、

伐採の上手な人等を的確に編成することで、危険防止対策の大半が行われたと言っても過言でないと

思う。

　今後も現場にあわせた具体的な対策を考え、安全な作業と無事故に努めます。

36




